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新規化合物の合成を行ってきた。 1) ペンタメチル安息香酸エステル類(1 )を側鎖ニトロ化し、
次に触媒量のパラジウム炭素を用いる種々の還元反応を行うと、相当する N-ヒドロキシフタルイ
ミジン類 (3 )を与えた012) しかし、 2-ニトロメチルー3，4，5 ，6-テトラメチル安息香酸フェニル(2c) 
を触媒量のパラジウム炭素を用いギ酸カリウムで、反応を行ったところ、相当する 3 は生成せず、 N­
ヒドロキシテトラメチルフタルイミド (4 )が得られた。(図式 1 )そこで、今回はその生成物の
m尽による構造解析を試みた。
2. ペンタメチル安息香酸フェニル( 1 c) のニトロ化反応と側鎖ニトロ化物( 2c) の塩基
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lc を無水酢酸中、発煙硝酸で反応させたところ、相当する 2c を与えた。そのN乱1Rを示す。(図
1 ) 
図 l
lH-NMR Data of 2c in COCl3 
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lH-NMR Data of 4回DMSO-d6
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5.5ppm 付近に見られるメチレンシグナルは消失し、対称性を持つメチルプロトン及びlO.5ppm
付近の N-ヒドロキシプロトンのみが確認できる単純なシグナルとなった。次に、 2c をアセトン
中トリエチルアミンで反応を行い、同様に処理し沈殿物を単離した。 その JH_陥1Rは上記のと同
一で、あったO さらに、℃陥1Rを測定し、そのNMR を示す。(図 3)
図 3
J3C_NMR Data of 4 inDMSO-d6 
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シグナルは 6 本でありここでも対称性を示すこと例月らかである。 さらに 165ppm にカルボニル
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